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4

学
ぶ

伊
勢
物
語
の
学
問

　
『
伊
勢
物
語
』
の
注
釈
は
す
で
に
平
安
時
代
末
か
ら
歌
学
の
一
部
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、
注

釈
書
と
し
て
成
る
の
は
鎌
倉
時
代
で
あ
る
。「
古
注
」
と
呼
ば
れ
る
そ
れ
は
、『
伊
勢
物
語
』
を
在
原
業
平

の
一
代
記
と
し
て
、
と
き
に
強
引
に
物
語
を
読
み
解
く
。
す
な
わ
ち
物
語
の
出
来
事
は
す
べ
て
現
実
の
事

件
の
反
映
で
あ
る
と
し
、主
人
公
業
平
は
色
好
み
の
末
に
何
千
人
も
の
女
性
と
契
り
を
結
ん
だ
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
古
注
の
方
法
は
、
室
町
時
代
中
期
、
実
証
を
重
ん
じ
た
一
条
兼
良
の
『
伊
勢
物
語
愚ぐ

見け
ん

抄
』

に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
、「
旧
注
」
の
時
代
を
迎
え
る
。
続
い
て
出
た
宗そ

う

祇ぎ

と
三
条
西
実
隆
・
公き

ん
え
だ条

・
実さ

ね

枝き

三
代
の
注
釈
は
、
お
も
に
講
釈
の
聞
書
と
し
て
残
る
が
、
色
好
み
否
定
と
教
訓
的
解
釈
を
特
色
と
し
、
鑑

賞
に
も
力
を
入
れ
た
。
江
戸
時
代
に
入
り
、
細
川
幽
斎
や
北
村
季
吟
は
こ
れ
を
集
大
成
し
た
。

　

江
戸
時
代
中
期
以
降
の
「
新
注
」
は
、
契
沖
の
『
勢せ

い

語ご

臆お
く

断だ
ん

』
が
文
献
資
料
を
駆
使
し
て
実
証
的
に

注
釈
し
た
の
を
嚆
矢
と
し
て
、
中
世
の
師
資
相
承
の
あ
り
方
か
ら
離
れ
て
、
近
代
の
注
釈
へ
と
繋
が
っ
て

ゆ
く
。

（
青
木
賜
鶴
子
）
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伊
勢
物
語　
正し

ょ
う

徹て
つ

奥
書
古
注
書
入

正
徹
（
一
三
八
一
〜
一
四
五
九
）
の
永
享
五
年
（
一
四
三
三
）
の
奥
書
を
有
す
る
『
伊
勢
物

語
』
の
写
本
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
奥
書
は
写
し
で
あ
る
た
め
、
実
際
の
書
写
年
代
は
や

や
下
る
と
考
え
ら
れ
る
。
行
間
に
は
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
で
注
釈
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
書
き
入
れ
は
本
文
と
同
筆
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
注
釈
内
容
は
、
冷
泉
家
流
の
古

注
と
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
文
の
上
部
に
、
講
釈
を
行
っ
た
日
時
を
記
し
た
と
思
わ
れ
る

書
き
入
れ
が
数
ヶ
所
に
残
さ
れ
て
お
り
、長
享
二
年（
一
四
八
八
）二
月
か
ら
延
徳（
一
四
八
九

〜
九
二
）
に
か
け
て
の
日
付
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
に
正
徹
は
既
に
没
し
て
い
る
た
め
、

正
徹
本
を
使
用
し
な
が
ら
講
釈
を
行
っ
た
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
講
釈
内
容
と
そ
れ
を
行
っ

た
日
時
と
が
は
っ
き
り
と
分
か
る
点
が
、
本
書
の
特
徴
と
言
え
る
。
図
録
５
。

（
松
本
）

﹇
九
八
―
一
七
〇
﹈

〔
室
町
後
期
〕
写

二
五
・
五
×
一
七
・
八
糎 

列
帖
装
一
帖

41

伊
勢
物
語　
東と

う
の

常つ
ね

縁よ
り

筆

室
町
時
代
中
期
に
活
躍
し
た
武
将
・
歌
人
で
あ
る
、
東
常
縁
（
一
四
〇
一
〜
？
）
の
書
写

に
よ
る
『
伊
勢
物
語
』
の
写
本
で
あ
る
。
常
縁
の
真
跡
と
認
め
ら
れ
る
。
本
文
の
行
間
に

は
墨
と
朱
の
書
き
入
れ
が
見
ら
れ
、
両
者
と
も
本
文
と
同
筆
と
思
わ
れ
る
。
墨
の
書
き
入

れ
は
、『
十
巻
本
伊
勢
物
語
抄
』
に
同
様
の
注
記
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
冷
泉
家
流
の
古

注
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
朱
の
書
き
入
れ
は
、『
古
筆
学
大
成
』
等
に
収
め
ら
れ
て
い
る

伝
東
常
縁
筆
『
伊
勢
物
語
聞
書
』
と
内
容
を
同
一
に
す
る
こ
と
か
ら
、
常
縁
周
辺
に
存
在

し
て
い
た
注
釈
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
常
縁
が
『
伊
勢
物
語
』
を
理
解
す
る
際
に
、

ど
の
よ
う
な
資
料
を
用
い
て
い
た
の
か
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
資
料
と
言
え
る
。
図

録
５
。

（
松
本
）

﹇
九
八
―
一
七
﹈

〔
室
町
中
期
〕
写

二
一
・
八
×
一
五
・
〇
糎 

列
帖
装
一
帖



39

42

伊
勢
物
語　
唯
心
筆

こ
の
本
に
は
清
濁
な
ど
の
読
み
方
を
示
す
声
点
が
朱
や
墨
丸
点
を
も
っ
て
入
れ
ら
れ
て
い

る
。ま
た
仮
名
で
書
か
れ
た
本
文
に
対
し
て
漢
字
を
当
て
て
意
味
を
明
示
し
た
り
、初
段「
女

は
ら
か
ら
」
に
「
紀
有
常
娘
兄
弟
也
」、
二
段
「
に
し
の
京
に
女
あ
り
け
り
」
や
三
段
「
け

さ
う
し
け
る
女
の
も
と
に
」
に
「
二
条
后
」
を
当
て
て
人
物
を
特
定
す
る
な
ど
の
冷
泉
家

流
古
注
が
行
間
に
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
巻
末
に
は
定
家
自
筆
本
を
も
っ
て
校
合
し
た

と
い
う
永
享
十
一
年
（
一
四
三
九
）
八
月
六
日
の
良
将
の
奥
書
と
、
冷
泉
政
為
の
本
を
書

写
し
た
と
い
う
文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）
八
月
の
唯
心
（
生
没
年
未
詳
）
の
奥
書
が
あ
る
。

34
に
同
じ
く
「
不
忍
文
庫
」「
阿
波
国
文
庫
」
の
旧
蔵
本
。
図
録
５
。

（
加
藤
）

﹇
九
八
―
四
二
﹈

文
明
一
八
年
（
一
四
八
六
）
写

二
一
・
九
×
一
六
・
四
糎 

袋
綴 

一
冊

43

伊
勢
物
語

享
禄
四
年
八
月
上
旬
に
書
写
さ
れ
た
『
伊
勢
物
語
』
の
写
本
で
あ
る
。
奥
書
は
存
し
て
い

る
も
の
の
、
署
名
が
付
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
書
写
し
た
人
物
は
不
明
で
あ
る
。
行
間
に

は
墨
の
細
字
で
注
記
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
の
注
釈
で
、
全
体

に
わ
た
り
か
な
り
の
分
量
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
朱
に
よ
っ
て
声
点
や
読
み
方

を
示
す
箇
所
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
書
き
入
れ
注
は
本
文
と
は
別
筆
で
あ
り
、
本
文
の

書
写
か
ら
し
ば
ら
く
経
た
時
期
に
加
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
書
き
入
れ
注
の
内

容
は
、
冷
泉
家
流
の
古
注
に
依
拠
し
た
も
の
と
目
さ
れ
る
が
、
完
全
に
一
致
す
る
わ
け
で

は
な
く
、
今
後
の
更
な
る
検
討
が
期
待
さ
れ
る
。
図
録
５
。

（
松
本
）

﹇
九
八
―
六
〇
﹈

享
禄
四
年
（
一
五
三
一
）
写

二
四
・
七
×
一
八
・
三
糎 

袋
綴 

一
冊
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伊
勢
物
語
知ち

顕け
ん

集

『
伊
勢
物
語
』
の
注
釈
書
。
著
者
を
平
安
時
代
の
才
人
源み

な
も
と
の
つ
ね
の
ぶ

経
信
（
一
〇
一
六
〜
九
七
）
と
記

す
が
仮
託
と
目
さ
れ
る
。
鎌
倉
時
代
成
立
か
。
本
文
で
は
、
主
人
公
と
住
吉
神
社
参
詣
の

折
に
出
現
し
た
謎
の
老
人
と
の
問
答
を
通
じ
、
伊
勢
物
語
の
登
場
人
物
の
名
前
や
出
来
事

の
日
時
な
ど
が
明
か
さ
れ
て
い
く
。
松
平
文
庫
本
・
続
群
書
類
従
本
・
九
州
大
学
附
属
図

書
館
本
等
と
同
じ
本
文
の
特
徴
を
有
す
る
が
（
松
平
文
庫
本
系
統
）、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

近
世
に
書
写
さ
れ
た
資
料
で
あ
り
、
そ
の
中
に
お
い
て
本
書
の
持
つ
書
写
奥
書
（
寛
永
六

年
五
月
）
が
現
在
確
認
し
う
る
も
っ
と
も
早
い
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
図
録
Ⅳ
・
叢
刊
９
・

大
成
２
。

（
藤
島
）

﹇
九
八
―
八
三
二
﹈

寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
写

二
七
・
四
×
二
〇
・
〇
糎 

袋
綴 

二
冊

45

増ぞ
う
さ
ん纂
伊
勢
物
語
抄

原
題
は
「
伊
勢
物
語
抄
」。
冷
泉
家
流
古
注
の
一
種
。
巻
末
に
冷
泉
為
秀
（
？
〜
一
三
七
二
）

な
ど
三
人
の
奥
書
を
持
ち
、
藤
原
為
家
（
一
一
九
八
〜
一
二
七
五
）
自
筆
本
を
今い

ま
が
わ川

了り
ょ
う

俊し
ゅ
ん

（
一
三
二
六
〜
一
四
二
〇
）
に
与
え
た
と
伝
え
る
が
疑
わ
し
い
。
本
体
の
注
は
『
十
巻
本
伊

勢
物
語
註
』
に
近
い
が
、
和
歌
の
注
を
「
歌
無
義
」
と
簡
略
に
す
る
な
ど
相
違
も
あ
る
。

そ
の
後
に
は
「
追
異
説
」「
追
考
入
」
な
ど
と
し
て
『
彰
考
館
文
庫
本
伊
勢
物
語
抄
』
に
近

い
注
を
増
補
す
る
。
第
七
十
七
段
以
降
し
か
現
存
し
な
い
『
彰
考
館
文
庫
本
伊
勢
物
語
抄
』

系
統
の
注
の
全
容
を
知
り
得
る
貴
重
な
資
料
だ
が
、
別
に
「
口
伝
」
も
追
記
さ
れ
て
お
り

峻
別
が
必
要
で
あ
る
。「
五
峰
文
庫
」「
洒
汀
」
印
。
図
録
11
・
叢
刊
１
・
大
成
１
。（
青
木
）

﹇
九
八
―
七
二
四
﹈

〔
江
戸
中
期
〕
写

二
七
・
〇
×
一
八
・
二
糎 

袋
綴 

一
冊
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46

伊
勢
物
語
奥お

う

秘ひ

書

『
伊
勢
物
語
』
の
注
釈
書
で
あ
り
、
鉄
心
斎
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
が
唯
一
の
伝
本

で
あ
る
。
書
写
者
は
、
江
戸
時
代
中
期
の
国
学
者
・
伴
蒿
蹊
（
一
七
三
三
〜
一
八
〇
六
）

で
あ
る
が
、
注
釈
書
そ
の
も
の
は
室
町
後
期
に
は
既
に
成
立
し
て
い
た
と
目
さ
れ
る
。
室

町
期
に
流
布
し
て
い
た
複
数
の
注
釈
書
を
と
り
ま
と
め
た
注
釈
と
な
っ
て
い
る
。
冷
泉
家

流
伊
勢
物
語
古
注
を
中
心
と
し
つ
つ
も
、
新
注
を
も
含
む
点
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
注

釈
の
中
に
は
、
東
常
縁
の
手
を
経
た
注
釈
が
引
用
さ
れ
て
い
る
痕
跡
が
見
え
る
。
常
縁
周

辺
に
存
在
し
て
い
た
注
釈
書
は
、
現
在
は
古
筆
切
が
わ
ず
か
に
残
る
ば
か
り
で
あ
り
、
そ

の
実
態
は
不
明
で
あ
る
。
未
解
明
の
部
分
の
多
い
、
常
縁
周
辺
の
注
釈
書
の
様
相
を
浮
か

び
上
が
ら
せ
る
可
能
性
を
秘
め
る
点
で
、
非
常
に
貴
重
な
資
料
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
渡

辺
千
秋
旧
蔵
。
図
録
11
・
叢
刊
２
・
大
成
１
。

（
松
本
）

﹇
九
八
―
七
三
〇
﹈

〔
江
戸
中
期
〕
写

二
六
・
八
×
一
八
・
四
糎 

袋
綴 

五
冊

47

伊
勢
物
語
髄ず

い

脳の
う

『
伊
勢
物
語
』
の
主
人
公
で
あ
る
在
原
業
平
の
子
・
滋し

げ

春は
る

に
仮
託
さ
れ
た
秘
伝
書
。
お
も
て

に
は
記
さ
れ
ざ
る
『
伊
勢
物
語
』
の
深
意
を
説
く
と
い
う
立
場
で
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
「
伊
勢
」
の
二
文
字
を
「
伊
は
胎
蔵
、勢
男
は
金
剛
也
、伊
は

（
ア
）、勢
は

（
バ
ン
）

也
」
な
ど
密
教
の
教
理
に
引
き
付
け
て
説
明
し
、
ま
た
、『
伊
勢
物
語
』
を
男
女
の
和わ

合ご
う

を

説
く
物
語
と
し
て
解
釈
す
る
な
ど
、
平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
広
ま
っ
た
立た

ち

川か
わ

流り
ゅ
うと

称
さ
れ
る
真
言
宗
の
一
派
の
教
義
理
解
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
。
巻
末
に
は「
弘

安
五
年
（
一
二
八
二
）
十
二
月
十
日
」
の
年
紀
が
見
え
る
が
、こ
の
弘
安
年
間
（
一
二
七
八

〜
八
七
）
に
は
、
や
は
り
和
歌
の
奥
に
隠
さ
れ
た
物
語
を
説
く
『
古
今
和
歌
集
』
の
注
釈

書
な
ど
も
成
立
し
て
い
る
。
図
録
11
。

（
海
野
）

﹇
九
八
―
七
三
八
﹈

〔
室
町
末
期
〕
写

二
四
・
〇
×
一
八
・
〇
糎 

袋
綴 

一
冊
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48

伊
勢
物
語
難
義
注

「
伊
勢
物
語
」
の
難
語
に
関
し
て
一
つ
書
き
で
注
釈
を
施
し
た
古
注
の
一
種
。
十
一
丁
裏
に

別
筆
細
字
で
新
古
今
集
等
の
八
首
の
和
歌
が
書
か
れ
る
。
諸
本
と
し
て
は
冷
泉
家
時
雨
亭

文
庫
本
・
宮
内
庁
書
陵
部
本
・
山
本
登
朗
蔵
本
と
天
理
図
書
館
本
・
東
海
大
学
桃
園
文
庫

本
の
二
系
統
に
分
け
ら
れ
る
が
、
本
書
は
後
者
に
属
す
る
。
さ
ら
に
天
理
本
等
に
比
し
て

注
釈
の
項
目
数
が
半
分
以
下
し
か
有
し
な
い
が
、
他
本
が
冒
頭
の
「
業
平
の
氏
文
の
次
第
」

に
次
い
で
置
く
「
業
平
同
時
代
の
人
々
」
と
「
同
時
代
の
女
房
」
を
末
尾
に
置
く
配
列
か
ら
、

欠
本
で
は
な
く
、
短
期
伝
授
の
秘
伝
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
と
の
山
本
登
朗
の
指
摘
が

あ
る
。
叢
刊
９
。

（
小
林
）

﹇
九
八
―
七
四
四
﹈

〔
室
町
中
期
〕
写

二
四
・
五
×
一
九
・
五
糎 

袋
綴 

一
冊

49

伊
勢
物
語
愚
見
抄　
初
稿
本

一
条
兼
良
に
よ
る
『
伊
勢
物
語
愚
見
抄
』
は
、古
注
を
批
判
し
た
も
の
で
、同
書
か
ら
、『
伊

勢
物
語
』
注
釈
は
旧
注
の
時
代
へ
と
入
っ
た
。『
伊
勢
物
語
愚
見
抄
』
に
は
、
大
き
く
分
け

て
長
禄
四
年
（
一
四
六
〇
）
成
立
の
初
稿
本
と
、
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
成
立
の
再
稿

本
が
あ
る
。
初
稿
本
の
伝
本
は
少
な
く
、田
中
宗
作『
伊
勢
物
語
研
究
史
の
研
究
』（
桜
楓
社
、

一
九
六
五
年
）に
翻
刻
が
収
め
ら
れ
る
斑
山
文
庫（
高
野
辰
之
）旧
蔵
田
中
宗
作
蔵
本
に
よ
っ

て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
本
書
は
前
半
の
み
で
あ
る
が
、
朱
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
や

傍
記
が
あ
り
、
丁
寧
な
姿
勢
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。
斑
山
文
庫
旧
蔵
本
の
誤
脱
を
訂
正
で

き
る
箇
所
も
多
い
。
図
録
11
・
叢
刊
９
。

（
小
山
）

﹇
九
八
―
七
二
一
﹈

〔
江
戸
初
期
〕
写

一
五
・
二
×
二
一
・
四
糎 

折
紙
列
帖
装
一
帖
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50

伊
勢
物
語
山
口
記

室
町
時
代
に
活
躍
し
た
連
歌
師
の
宗
祇
（
一
四
二
一
〜
一
五
〇
二
）
に
よ
っ
て
、
延
徳
年

間
（
一
四
八
九
〜
九
二
）
に
作
成
さ
れ
た
『
伊
勢
物
語
』
の
注
釈
書
で
あ
る
。
本
書
に
付

さ
れ
た
宗
祇
自
身
の
奥
書
に
よ
る
と
、
周
防
国
（
現
在
の
山
口
県
）
滞
在
中
に
、
初
学
者

を
対
象
と
し
て
編
ま
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
宗
祇
に
関
連
す
る
『
伊
勢
物
語
』

の
注
釈
書
は
数
多
く
存
在
す
る
が
、
宗
祇
自
身
の
手
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
注
釈
書
は
本
書

の
み
で
あ
る
。
現
在
ま
で
に
確
認
さ
れ
た
『
伊
勢
物
語
山
口
記
』
の
写
本
は
、
七
本
し
か

な
い
。鉄
心
斎
文
庫
に
は
二
本
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、本
書
は
天
文
十
八
年
の
奥
書
を
持
つ
。

他
の
伝
本
と
比
較
す
る
と
、
後
人
に
よ
る
増
補
も
見
ら
れ
る
も
の
の
、
他
本
に
共
通
す
る

欠
脱
部
分
を
補
う
性
格
を
も
有
す
る
。
図
録
11
・
叢
刊
３
・
大
成
３
。

（
松
本
）

﹇
九
八
―
七
六
六
﹈

天
文
一
八
年
（
一
五
四
九
）
写

二
三
・
〇
×
一
五
・
九
糎 

袋
綴 

一
冊

51

伊
勢
物
語
肖し

ょ
う

聞も
ん

抄

『
伊
勢
物
語
肖
聞
抄
』
は
室
町
時
代
の
連
歌
師
宗
祇
（
一
四
二
一
〜
一
五
〇
二
）
の
『
伊
勢

物
語
』
講
釈
を
、弟
子
の
肖

し
ょ
う

柏は
く

（
一
四
四
三
〜
一
五
二
七
）
が
聞
き
書
き
し
た
も
の
で
あ
る
。

外
題
に
は
「
伊
勢
物
語
聞
書　

左
馬
頭
政
氏
筆　

肖
聞
抄
」
と
あ
り
、
巻
末
に
は
永
正
六

年
（
一
五
〇
九
）
の
「
夢
庵
老
」（
肖
柏
）
の
書
写
奥
書
お
よ
び
「
左
馬
頭
政
氏
」
の
署
名

と
花
押
が
あ
る
。「
政
氏
」
は
古
河
公
方
足
利
政ま

さ
う
じ氏

（
一
四
六
六
〜
一
五
三
一
）
の
こ
と
で
、

猪い

苗な
わ

代し
ろ

兼け
ん
ざ
い載（

一
四
五
二
〜
一
五
一
〇
）ら
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。
文
明
九
年（
一
四
七
七
）

本
、
文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
本
、
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
本
の
三
種
が
知
ら
れ
る

が
、
七
十
五
段
の
注
釈
に
あ
る
「
す
で
に
今
年
文
明
十
二
庚
子
に
い
た
り
て
六
百
一
年
也
」

と
い
う
一
文
か
ら
、
本
書
は
文
明
十
二
年
本
の
系
統
に
属
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
図
録
11
。

（
田
村
）

﹇
九
八
―
七
二
七
﹈

〔
室
町
後
期
〕
写

二
七
・
〇
×
一
九
・
五
糎 

袋
綴 

一
冊



44

52

伊
勢
物
語
惟い

清せ
い

抄　
聖せ

い

碩せ
き

加
注

古
典
書
写
と
そ
の
研
究
に
業
績
の
あ
っ
た
三
条
西
実
隆
の
『
伊
勢
物
語
』
研
究
は
、
い

く
つ
か
残
さ
れ
た
講
釈
の
聞
書
に
よ
っ
て
の
み
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
大
永
二
年

（
一
五
二
二
）
五
月
の
講
釈
を
儒
学
者
の
清き

よ
は
ら原

宣の
ぶ
か
た賢

（
一
四
七
五
〜
一
五
五
〇
）
が
筆

記
し
た
『
惟
清
抄
』
は
、
現
在
知
ら
れ
る
実
隆
講
釈
の
聞
書
の
な
か
で
最
も
整
い
、
唯

一
、
伝
授
の
証
明
と
し
て
の
実
隆
の
奥
書
を
有
す
る
。
宣
賢
は
、
大
永
二
年
、
天
文
六
年

（
一
五
三
七
）、
天
文
十
七
年
の
三
度
『
惟
清
抄
』
を
書
写
し
た
が
、
本
書
は
宣
賢
自
筆
の

天
文
十
七
年
本
を
、
寿
命
院
聖
碩
が
天
文
十
九
年
に
書
写
し
、「
私
云
」
と
し
て
自
説
を
書

き
加
え
た
も
の
。
た
だ
し
八
十
二
段
「
ヤ
マ
ト
ウ
タ
」
の
「
私
云
」
は
天
文
十
七
年
本
『
惟

清
抄
』
に
元
来
存
す
る
宣
賢
の
注
。
図
録
11
。

（
青
木
）

﹇
九
八
―
七
四
五
﹈

〔
江
戸
中
期
〕
写

二
七
・
二
×
一
九
・
九
糎 

袋
綴 

一
冊

53

称し
ょ
う

談だ
ん

集し
っ

解か
い

『
伊
勢
物
語
』
の
注
釈
書
。
一
条
兼
良
の
注
釈
書
『
伊
勢
物
語
愚
見
抄
』
を
も
と
に
、
三
条

西
公
条
の
伊
勢
物
語
講
釈
の
聞
書
を
加
え
、
公
条
の
二
男
で
あ
る
水み

無な

瀬せ

兼か
ね
な
り成

が
ま
と
め

た
も
の
。
書
名
の
「
称
談
」
は
、
称

し
ょ
う

名み
ょ
う

院い
ん

（
公
条
の
法
号
）
の
講
談
の
意
。
公
条
の
講
釈

内
容
を
直
接
知
る
こ
と
の
で
き
る
数
少
な
い
書
の
一
つ
で
あ
る
。
兼
成
の
記
し
た
慶
長
五

年
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
も
と
も
と
の
成
立
は
三
十
年
以
上
前
に
遡
る
。
本
書
は
そ
れ
を
整

理
し
な
が
ら
ま
と
め
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
存
す
る
伝
本
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
な
お
、

本
書
は
、
兼
成
の
奥
書
の
あ
と
に
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
と
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）

の
書
写
奥
書
が
あ
る
。
図
録
11
・
叢
刊
11
。

（
本
廣
）

﹇
九
八
―
七
六
五
﹈

〔
江
戸
後
期
〕
写

二
八
・
五
×
一
九
・
九
糎 

袋
綴 

二
冊
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54

ゑ
い
か
ん
の
書

大
型
の
美
麗
な
冊
子
、
文
中
の
漢
字
の
大
部
分
に
振
り
仮
名
が
振
ら
れ
て
い
る
な
ど
、『
伊

勢
物
語
』
注
釈
書
と
し
て
異
例
の
形
態
を
有
す
る
。
巻
末
に
、
宗そ

う
よ
う養

所
持
本
を
書
写
し
た

こ
と
を
伝
え
る
天
正
十
年
の
無
記
名
奥
書
が
あ
り
、
本
書
は
そ
の
転
写
本
か
再
転
写
本
と

思
わ
れ
る
。
注
釈
の
内
容
は
、『
愚
見
抄
』
の
引
用
が
見
ら
れ
る
他
、「
三
条
西
大
」「
西
大
」

と
し
て
三
条
西
公
条
の
説
が
多
く
引
か
れ
て
お
り
、
三
条
西
家
の
『
伊
勢
物
語
』
研
究
を

伝
え
る
書
の
一
つ
で
あ
る
（「
三
条
西
大
」「
西
大
」
の
「
大
」
は
大
納
言
か
大
臣
の
略
）。

な
お
、
書
名
に
「
ゑ
い
か
ん
の
書
」
と
あ
り
、
三
条
西
家
と
の
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
書
の
著
者
は
、
源
氏
物
語
注
釈
書
『
万ば

ん

水す
い

一い
ち

露ろ

』
を
あ
ら
わ
し
た
連
歌
師
の
能
登
永え

い
か
ん閑

か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
山
本
登
朗
）。
図
録
11
・
叢
刊
10
。

（
本
廣
）

﹇
九
八
―
八
一
一
﹈

〔
江
戸
期
〕
写

二
八
・
四
×
二
一
・
六
糎 

列
帖
装
二
帖

55

伊
勢
物
語
肖
聞
抄

『
伊
勢
物
語
』
の
注
釈
書
の
一
つ
で
あ
る
『
伊
勢
物
語
肖
聞
抄
』
の
文
明
九
（
一
四
七
七
）

年
本
を
慶
長
十
四
年
に
嵯
峨
本
（
古
活
字
版
）
と
し
て
刊
行
し
た
豪
華
本
。
刊
記
に
「
也

足
叟
」
と
あ
る
後
の
署
名
「
素
然
」
は
中
院
通
勝
に
よ
る
も
の
。
冒
頭
に
「
英 

王
堂
蔵
書
」

の
蔵
書
印
が
あ
る
。「
英
王
堂
」
は
明
治
・
大
正
期
に
活
躍
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
日
本
研
究
者

で
、『
日
本
事
物
誌
』
な
ど
で
も
知
ら
れ
る
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
（
一
八
五
〇

〜
一
九
三
五
）。『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
』
の
月
報
八
（
一
九
七
三
年
一
月
）
所
載
の
芦

澤
新
二
「
伊
勢
狂
い
」
に
も
、「
注
釈
（
版
）
本
の
め
ぼ
し
い
と
こ
ろ
で
は
、英
王
堂
（
チ
ェ

ン
バ
レ
ン
）
旧
蔵
の
「
肖
聞
抄
」
が
光
り
、
嵯
峨
本
中
で
も
い
さ
ゝ
か
自
慢
に
で
き
そ
う

で
あ
る
」
と
記
さ
れ
る
。
図
録
９
。

（
田
村
）

﹇
九
八
―
九
一
八
﹈

慶
長
一
四
年
（
一
六
〇
九
）
刊

二
五
・
八
×
一
八
・
九
糎 

袋
綴 

大
本
三
冊
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56

伊
勢
物
語
肖
聞
抄

『
伊
勢
物
語
肖
聞
抄
』
の
文
明
十
二
（
一
四
八
〇
）
年
本
を
木も

っ

活か
つ

字じ

を
用
い
て
刊
行
し
た
本
。

刊
年
不
明
。
55
に
比
べ
て
仮
名
表
記
が
目
立
ち
、
元
は
漢
文
の
奥
書
も
仮
名
に
開
い
て
い
る
。

古
本
書
の
活
字
は
、
57
の
古
活
字
版
『
伊
勢
物
語
』
と
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、

芦
澤
も
帙
の
表
に
そ
の
旨
を
注
記
し
て
い
る
。
本
文
に
用
い
ら
れ
た
癖
の
あ
る
活
字
の
ほ
か
、

章
段
番
号
の
付
し
方
や
そ
の
活
字
も
酷
似
し
、
川
瀬
一
馬
に
よ
れ
ば
、
印
刷
面
の
磨
滅
状
況

の
比
較
か
ら
本
書
の
活
字
を
無
刊
記
無
挿
絵
本
が
襲
用
し
た
と
見
ら
れ
る
と
い
う
。
章
段
番

号
は
先
行
す
る
嵯
峨
本
『
伊
勢
物
語
』
に
は
見
ら
れ
ず
、
そ
の
点
か
ら
も
無
刊
記
無
挿
絵
本

が
本
書
の
形
式
に
倣
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
小
汀
利
得
旧
蔵
。
図
録
９
。（
田
村
）

﹇
九
八
―
九
二
四
﹈

〔
慶
長
頃
〕
刊

二
六
・
八
×
二
〇
・
六
糎 

袋
綴 

大
本
二
冊

57

伊
勢
物
語　
古
活
字
版

古
拙
の
風
趣
を
纏
っ
た
、
比
較
的
大
ぶ
り
の
木
活
字
に
よ
る
古
活
字
版
（
無
刊
記
）。
一
面

十
一
行
の
絵
ナ
シ
本
で
、
巻
末
に
業
平
伝
を
付
刻
す
る
。
孤
本
。
緞ど

ん

子す

装そ
う

の
拵こ

し
らえ

帙ち
つ

入
り
。

森も
り
せ
ん
ぞ
う

銑
三
に
よ
る
書
き
題
簽「
伊
勢
物
語〈
慶
長
中
刊
古
活
字
版
／
極
稀　

孤
本
〉」の
下
部
に
、

「
活
字
本
肖
聞
抄
と
同
活
字
本
な
り
」
と
後
書
さ
れ
る
（
芦
澤
新
二
筆
）。
川
瀬
一
馬
に
よ

れ
ば
、
56
の
『
伊
勢
物
語
肖
聞
抄
』（〔
慶
長
中
〕
刊
の
古
活
字
版
。
こ
れ
も
稀
本
）
と
同

じ
木
活
字
を
使
用
し
て
刊
行
さ
れ
た
と
い
う
。
絵
ナ
シ
古
活
字
版
（
川
瀬
分
類
で
は
「
嵯

峨
本
第
五
種
本
」、
高
木
浩
明
分
類
で
は
「
無
刊
記
無
挿
絵
乙
種
本
」）
と
し
て
の
〈
意
味
〉

の
検
証
も
大
切
な
問
題
で
あ
る
。
小お

津づ

桂け
い
そ
う窓・

安や
す

田だ

善ぜ
ん

次じ

郎ろ
う

旧
蔵
。『
弘
文
荘
待
賈
古
書
目
』

四
十
二
号
（
一
九
七
二
）
掲
載
（
69
番
）。『
伊
勢
物
語
版
本
集
成
』
に
影
印
を
収
載
。

（
神
作
）

﹇
九
八
―
五
七
二
﹈

〔
慶
長
中
〕
刊
（
無
刊
記
）

二
六
・
三
×
二
〇
・
五
糎 

袋
綴 

大
本
一
冊
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58

伊
勢
物
語　
古
活
字
版
・
絵
入

一
面
十
二
行
の
絵
入
り
本
（
二
十
五
図
）。
巻
下
を
欠
く
も
の
の
、
本
書
の
ほ
か
に
伝
存
が

知
ら
れ
ず
、
従
来
知
ら
れ
て
い
る
古
活
字
版
と
は
異
版
か
。
無
刊
記
な
が
ら
、
そ
の
版は

ん
そ
う相

に
つ
け
ば
慶
長
よ
り
も
下
っ
た
元
和
寛
永
中
の
刊
行
と
推
定
さ
れ
、
栗
皮
の
原
装
表
紙

（
外げ

題だ
い

欠
）を
持
つ
こ
と
も
そ
れ
を
裏
付
け
よ
う
。
帙
入
り
。
森
銑
三
に
よ
る
書
き
題
簽「
伊

勢
物
語　

巻
上
〈
元
和
寛
永
中
刊
古
活
字
版
／
極
稀
本
〉」
を
有
す
る
。『
弘
文
荘
待
賈
古

書
目
』
四
十
二
号
（
一
九
七
二
）
掲
載
（
209
番
）。

（
神
作
）

﹇
九
八
―
五
七
三
﹈

〔
元
和
寛
永
中
〕
刊
（
無
刊
記
）

二
八
・
三
×
二
〇
・
一
糎 

袋
綴 

大
本
一
冊
（
存
巻
上
）

59

伊
勢
物
語
闕け

つ

疑ぎ

抄　
古
活
字
十
行
本

細
川
幽
斎
の『
伊
勢
物
語
』注
釈
書
。幽
斎
が
八
条
宮
智と

し
ひ
と仁

親
王
に
講
釈
を
す
る
た
め
に
作
っ

た
草
稿
を
基
と
し
、
よ
り
幅
広
い
読
者
を
想
定
し
て
再
編
集
し
た
も
の
。
草
稿
本
か
ら
中

書
本
、
清
書
本
を
経
て
完
成
し
た
『
闕
疑
抄
』
は
、
お
そ
ら
く
は
幽
斎
存
命
中
に
古
活
字

本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
内
容
は
、
三
条
西
実
枝
に
よ
る
講
釈
の
聞
書
と
、『
惟
清
抄
』（
三

条
西
実
隆
の
講
釈
を
清
原
宣
賢
が
筆
録
し
た
も
の
）
を
中
心
と
す
る
が
、『
惟
清
抄
』
は
再

編
集
時
に
多
く
組
み
込
ま
れ
た
（
以
上
、
山
本
登
朗
）。
他
に
、『
愚
見
抄
』、『
肖
聞
抄
』、

三
条
西
家
の
諸
説
も
見
ら
れ
る
。
本
書
は
古
活
字
版
の
中
で
も
最
も
古
い
も
の
。「
御
幸
町

通
二
条　

仁
右
衛
門　

活
版
之
」
と
版
元
の
記
載
あ
り
。
朱
墨
の
書
き
入
れ
が
多
く
見
ら

れ
る
。
宝
玲
文
庫
旧
蔵
。
図
録
９
。

（
本
廣
）

﹇
九
八
―
九
二
〇
﹈

〔
慶
長
頃
〕
刊

二
七
・
九
×
一
九
・
三
糎 

袋
綴 

大
本
五
冊
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60

伊
勢
物
語
闕
疑
抄　
古
活
字
十
二
行
本

59
と
同
じ
『
闕
疑
抄
』
の
古
活
字
本
だ
が
、
こ
ち
ら
は
一
面
に
十
二
行
を
印
刷
す
る
別
版
。

細
川
幽
斎
は
、
和
歌
を
三
条
西
実
枝
に
学
び
、
古
今
伝
受
を
受
け
て
二
条
派
の
正
統
な
歌

学
を
後
世
に
伝
え
、
古
典
学
に
も
通
じ
た
。
そ
の
幽
斎
の
注
釈
書
で
あ
る
『
闕
疑
抄
』
は

広
く
読
ま
れ
、
写
本
の
み
な
ら
ず
、
版
本
も
数
多
く
作
ら
れ
た
。
古
活
字
十
二
行
本
は
古

活
字
十
行
本
が
版
行
さ
れ
て
ほ
ど
な
く
し
て
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
無
刊
記
。

そ
の
活
字
の
違
い
か
ら
三
種
類
の
古
活
字
十
二
行
本
が
存
在
す
る
。

（
本
廣
）

﹇
九
八
―
九
三
一
﹈

〔
慶
長
頃
〕
刊

二
八
・
四
×
二
〇
・
一
糎 

袋
綴 

大
本
五
冊

61

伊
勢
物
語
闕
疑
抄　
整
版
本

寛
永
十
九
年
の
刊
記
を
持
つ
整
版
本
。『
闕
疑
抄
』
は
、
古
活
字
版
版
行
の
後
、
整
版
本
が

何
度
も
刊
行
さ
れ
た
。
本
書
は
、
無
刊
記
本
、
寛
永
十
一
年
本
に
続
い
て
版
行
さ
れ
た
本
。

後
に
出
版
さ
れ
た
『
闕
疑
抄
』
の
多
く
は
こ
の
寛
永
十
九
年
本
の
後
刷
り
で
あ
る
。
版
元

は
「
二
條
通
観
音
町　

風
月
宗
智
」。
奥
野
彦
六
旧
蔵
。
大
成
５
。

（
本
廣
）

﹇
九
八
―
九
三
九
﹈

寛
永
一
九
年
（
一
六
四
二
）
刊

二
八
・
〇
×
一
八
・
七
糎 

袋
綴 

大
本
二
冊
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62

伊
勢
物
語
拾し

ゅ
う

穂す
い

抄

江
戸
幕
府
に
歌
学
方
と
し
て
仕
え
、
古
典
学
者
・
歌
人
・
俳
人
で
あ
っ
た
北
村
季き

吟ぎ
ん

（
一
六
二
四
〜
一
七
〇
五
）
の
『
伊
勢
物
語
』
注
釈
書
。『
伊
勢
物
語
愚
見
抄
』（
49
）
か
ら

『
伊
勢
物
語
闕
疑
抄
』（
59
〜
61
）
に
至
る
室
町
時
代
の
注
釈
を
集
成
し
、
師
・
松
永
貞
徳

（
一
五
七
一
〜
一
六
五
三
）
の
説
や
自
説
を
加
え
た
も
の
。『
闕
疑
抄
』
と
と
も
に
広
く
流

布
し
、
形
態
的
に
も
頭
注
・
傍
注
形
式
に
よ
る
注
釈
は
画
期
的
で
あ
っ
た
。
刊
記
の
あ
る

も
の
で
は
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
八
月
の
版
が
古
い
が
、
本
書
は
そ
れ
に
先
立
つ
と
考

え
ら
れ
る
無
刊
記
五
冊
本
。
な
お
季
吟
は
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）、
師
説
を
中
心
に
ま

と
め
て
後
水
尾
上
皇
に
献
上
し
て
い
る
。
図
録
９
。

（
青
木
）

﹇
九
八
―
八
八
〇
﹈

〔
延
宝
頃
〕
刊

二
七
・
一
×
一
九
・
四
糎 

袋
綴 

大
本
五
冊

63

勢
語
臆
断

江
戸
前
期
の
大
坂
の
和
学
者
契け

い

沖ち
ゅ
う（

一
六
四
〇
〜
一
七
〇
一
）
の
遺
著
を
、
小お

沢ざ
わ

蘆ろ

庵あ
ん

（
一
七
二
三
〜
一
八
〇
一
）
門
の
歌
人
田た

山や
ま

敬ゆ
き
の
り儀

（
一
七
六
六
〜
一
八
一
四
）
が
校
訂
の
上
、

刊
行
し
た
も
の
で
、『
伊
勢
物
語
』
注
釈
史
上
で
は
新
注
の
嚆
矢
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

注
釈
書
。
十
八
世
紀
後
半
以
降
、
伴
蒿
蹊
や
小
沢
蘆
庵
ら
上
方
の
歌
人
た
ち
の
間
で
契
沖

評
価
が
高
揚
し
、
本
書
を
は
じ
め
『
勝し

ょ
う

地ち

吐と

懐か
い

編へ
ん

』『
河か

わ

社や
し
ろ

』
な
ど
の
契
沖
の
著
述
が
相
次

い
で
上
梓
さ
れ
た
。
掲
出
本
に
は
朱
筆
に
て
夥
し
い
書
入
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
大

半
は
賀
茂
真
淵
『
伊
勢
物
語
古
意
』
の
所
説
を
移
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ご
く
近

年
の
墨
筆
書
入
も
備
わ
り
、「
□
案
斎
藤
彦
麿
書
入
歟
」
な
ど
と
あ
る
も
の
の
信
じ
難
い
。

図
録
９
。

（
一
戸
）

﹇
九
八
―
八
八
二
﹈

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
刊

二
六
・
四
×
一
八
・
二
糎 

袋
綴 

大
本
五
冊
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64

伊
勢
物
語
古
意　
本
居
春
庭
書
入
本

江
戸
中
期
の
和
学
者
賀
茂
真
淵
（
一
六
九
七
〜
一
七
六
九
）
の
注
釈
書
で
、
師
で
あ
る
荷か

田だ
の

春あ
ず
ま

満ま
ろ

の
『
伊
勢
物
語
童ど

う

子じ

問も
ん

』
の
説
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
文
解
釈
に
あ
た
っ
て
真ま

名な

本ぼ
ん

を
積
極
的
に
採
用
し
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
。真
淵
の
高
弟
加か

藤と
う

宇う

万ま

伎き

の
門
人
で
あ
っ

た
上う

え

田だ

秋あ
き

成な
り

が
自
身
の
伊
勢
物
語
論
『
よ
し
や
あ
し
や
』
を
附
し
て
大
坂
の
書
肆
よ
り
出

版
し
、
広
く
流
布
し
た
。
掲
出
本
は
『
よ
し
や
あ
し
や
』
を
欠
く
が
、
巻
末
に
本
居
宣
長

の
息
子
春
庭（
一
七
六
三
〜
一
八
二
八
）の
寛
政
八
年
春
の
識
語
が
あ
り
、随
処
に「
本
居
云
」

等
と
冠
し
た
朱
筆
書
入
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
内
容
は
『
玉
勝
間
』
巻
五
に
見
え
る
宣
長
説

と
同
趣
旨
異
文
で
、
恐
ら
く
在
京
中
の
春
庭
が
同
書
の
稿
本
に
基
づ
い
て
宣
長
説
の
整
理

を
試
み
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
岸
本
由ゆ

豆ず

流る

・
交か

た

野の

時と
き
つ
む万

旧
蔵
。
図
録
９
。

（
一
戸
）

﹇
九
八
―
八
八
九
﹈

〔
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）〕
刊

二
六
・
〇
×
一
八
・
六
糎 

袋
綴 

大
本
六
冊

65

伊
勢
物
語
傍
注　
賀
茂
季
鷹
書
入
本

著
者
の
賀
茂
季
鷹
（
一
七
五
四
〜
一
八
四
一
）
は
上
賀
茂
社
社
家
に
生
ま
れ
、
当
初
は
有

栖
川
宮
家
諸
大
夫
だ
っ
た
が
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
に
職
を
辞
し
て
江
戸
に
下
っ
て
荷か

田だ
の

御の
り

風か
ぜ

の
門
弟
と
な
り
、
帰
洛
後
は
上
賀
茂
社
祀
官
と
し
て
社
に
仕
え
る
一
方
、
京
洛
文

壇
内
で
の
重
鎮
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
。
本
書
は
彼
が
江
戸
滞
在
中
に
刊
行
し
た
も
の
で
、

若
干
の
傍
注
を
施
し
、
更
に
本
文
を
契
沖
仮
名
遣
い
に
拠
っ
て
校
訂
し
て
い
る
点
に
特
色

が
あ
る
。
掲
出
本
は
巻
末
賀
茂
別わ

け

雷い
か
づ
ち

社
の
三み

手て

文
庫
に
季
鷹
が
奉
納
し
た
旨
の
識
語
を
有

し
、
同
文
庫
の
印
も
捺
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
明
ら
か
な
後
印
本
で
、
上
冊
に
季
鷹
筆
で

若
干
の
補
注
及
び
塗
籠
本
に
拠
っ
た
本
文
の
訂
正
書
入
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
文

政
年
間
頃
に
季
鷹
が
補
訂
を
加
え
た
上
で
奉
納
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
図
録
９
。
（
一
戸
）

﹇
九
八
―
八
九
三
﹈

安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
刊

二
七
・
〇
×
一
九
・
六
糎 

袋
綴 

大
本
二
冊
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66

伊
勢
物
語
傍
注　
賀
茂
季
鷹
他
説
移
写
本

安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
刊
の
賀
茂
季
鷹
著
『
伊
勢
物
語
傍
注
』
の
版
本
を
模
写
し
た
も
の
。

寛
政
四
年
無
署
名
奥
書
あ
り
。
朱
筆
・
藍
筆
等
で
諸
家
の
説
が
夥
し
く
頭
書
・
傍
記
さ
れ

て
い
る
が
、
建た

け

部べ

綾あ
や

足た
り

『
伊
勢
物
語
古
意
追
考
』
や
清し

水み
ず

浜は
ま

臣お
み

『
伊
勢
物
語
添
註
』
等
現

在
で
は
稀
覯
に
属
す
る
著
作
が
参
照
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
刊
本
に
は
な
い
季
鷹
説
も
見
え

る（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
季
鷹
自
筆
書
入
本
と
対
照
す
る
に
同
趣
旨
異
文
）。
名
前
が「
秀

鷹
」
と
悉
く
誤
記
さ
れ
て
お
り
季
鷹
筆
と
は
認
め
難
い
が
、
近
世
期
に
お
け
る
版
本
に
基

づ
く
書
入
本
作
製
の
実
態
が
窺
わ
れ
る
好
資
料
。
万ま

里で
の

小こ

路う
じ

建
房
六
女
で
水
戸
藩
主
徳
川

斉な
り
あ
き昭

の
側
室
だ
っ
た
万
里
小
路
睦ち

か

子こ

の
蔵
書
印
の
ほ
か
、
亀
の
上
に
「
敦
逵
」
と
あ
る
印

主
未
詳
の
朱
文
丸
印
あ
り
。
図
録
15
。

（
一
戸
）

﹇
九
八
―
七
九
六
﹈

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
写

二
六
・
六
×
一
九
・
五
糎 

袋
綴 

一
冊

67

勢
語
図
抄

石
見
浜
田
藩
士
の
和
学
者
斎
藤
彦ひ

こ
ま
ろ麿

（
一
七
六
八
〜
一
八
五
四
）
に
よ
る
『
伊
勢
物
語
』

注
釈
書
。
著
者
は
伊
勢
貞さ

だ
た
け丈

に
有
職
故
実
を
、
賀
茂
季
鷹
に
和
歌
を
、
本
居
宣
長
に
私
淑

し
つ
つ
本
居
大
平
に
和
学
を
学
ん
だ
人
物
。
そ
の
書
名
通
り
、
物
語
に
登
場
す
る
衣
服
、

調
度
、
動
植
物
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
モ
ノ
に
つ
い
て
、
豊
富
な
図
版
を
示
し
て
解
説
す
る
点

に
特
色
が
あ
る
。
掲
出
本
に
は
各
冊
表
紙
に
「
斎
藤
彦
麻
呂
大
人
自
筆
」
と
後
代
の
墨
書

が
あ
る
も
の
の
認
め
が
た
い
。
実
践
女
子
大
学
図
書
館
黒
川
文
庫
蔵
の
彦
麿
自
筆
本
の
奥

書
に
よ
っ
て
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
頃
の
成
稿
と
知
ら
れ
る
。
ま
た
初
段
に
塗
籠
本

の
本
文
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
り
、
ご
く
部
分
的
な
も
の
な
が
ら
、
塗
籠
本
を
解
釈
に
用

い
た
早
期
の
事
例
と
し
て
注
意
さ
れ
る
。
丁
字
色
布
目
表
紙
。
豊
田
長
敦
・
同
幹
敦
旧
蔵
。

図
録
15
・
叢
刊
14
。

（
一
戸
）

﹇
九
八
―
七
八
〇
﹈

〔
江
戸
後
期
〕
写

二
七
・
九
×
一
九
・
一
糎 

袋
綴 

二
冊
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68

伊
勢
物
語
新
釈　
自
筆
稿
本

文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
に
刊
行
さ
れ
た
藤ふ

じ

井い

高た
か
な
お尚

（
一
七
六
四
〜
一
八
四
〇
）
に
よ
る

同
名
の
注
釈
書
の
自
筆
稿
本
。
本
来
六
巻
六
冊
だ
が
、
掲
出
本
は
巻
第
六
に
あ
た
る
末
尾

の
一
冊
を
欠
く
。
著
者
は
備
中
国
賀
陽
郡
宮
内
（
現
在
の
岡
山
市
内
所
在
）
の
吉
備
津
宮

に
奉
仕
す
る
社
家
に
生
ま
れ
、
祀
官
と
し
て
の
職
務
の
傍
ら
、
た
び
た
び
京
や
江
戸
を
は

じ
め
各
地
に
遊
学
し
、
ま
た
本
居
宣
長
に
入
門
し
て
古
学
の
研
鑽
を
積
ん
だ
和
学
者
。
と

く
に
宣
長
没
後
は
同
門
中
の
重
鎮
と
し
て
活
躍
し
、『
大
祓
詞
後
々
釈
』『
さ
き
草
』
な
ど

多
く
の
著
述
を
遺
し
た
。
掲
出
本
は
胡
粉
や
貼
紙
な
ど
に
よ
る
推
敲
跡
が
夥
し
く
、
実
際

に
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
の
異
同
箇
所
も
多
数
に
の
ぼ
り
、
執
筆
時
の
著
者
の
苦
心
の
様
子

が
窺
わ
れ
る
。
共
紙
表
紙
。
井
上
通
泰
・
矢
野
利
雄
旧
蔵
。
図
録
15
・
叢
刊
13
。
（
一
戸
）

﹇
九
八
―
七
七
一
﹈

〔
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
頃
〕
写

二
五
・
一
×
一
七
・
二
糎 

袋
綴 

五
冊

69

伊
勢
物
語
新
釈

備
中
国
の
和
学
者
藤
井
高
尚
の
注
釈
書
で
、
そ
の
注
解
の
詳
細
さ
か
ら
近
代
に
至
る
ま
で

長
く
利
用
さ
れ
続
け
た
。
契
沖
『
勢
語
臆
断
』、
賀
茂
真
淵
『
伊
勢
物
語
古
意
』、
上
田
秋

成
『
よ
し
や
あ
し
や
』
な
ど
の
近
世
古
学
者
の
説
を
批
判
的
に
継
承
し
、
著
者
独
自
の
見

解
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
江
戸
後
期
に
学
者
た
ち
の
注
目
を
集
め
て
い
た
異
本
の
ひ

と
つ
で
あ
る
塗
籠
本
の
本
文
を
多
く
採
用
し
て
い
る
点
も
特
色
で
あ
る
。
巻
末
に
「
奴
弖

能
舎
蔵
板
」
と
あ
り
、
京
都
の
書
肆
で
宣
長
門
人
で
も
あ
っ
た
城き

戸ど

千ち

楯た
て

の
私
塾
鐸ぬ

で
の

屋や

が

刊
行
し
た
も
の
。
刊
記
に
見
え
る
京
都
・
江
戸
・
大
坂
の
三
都
六
肆
の
う
ち
に
も
「
城
戸

市
右
衛
門
」、
す
な
わ
ち
千
楯
の
名
が
あ
る
。
藍
色
布
目
表
紙
。
印
記
「
葆
光
文
庫
」（
三さ

ん

田だ

葆か
ね

光み
つ

か
）「
山
崎
文
庫
」。
図
録
９
。

（
一
戸
）

﹇
九
八
―
九
〇
七
﹈

文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
刊

二
五
・
八
×
一
八
・
三
糎 

袋
綴 

大
本
六
冊


